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１．研究計画の概要 
本研究は、高速処理と高度なデータマイニン

グを可能にするデジタル・ネットワークを基

盤として、オープン・イノベーションを通じ

た社会進化を促し、それを戦略的にガバナン

スするための社会的基盤を構想するために、

理論的・実証的な研究を行い、具体的な政策

提言を行うことを目的としている。予防医療、

地域情報、電子行政という社会的重要性が大

きく、地域社会の共創的発展について考察す

るのに適した領域を研究フィールドに定め、

それらの研究を情報爆発を克服する知識経

済社会の共創的発展の研究として統合する。 

本研究は、最先端情報科学の研究と社会科学

的知見を相互作用させ、情報爆発を克服する

知識社会発展に向けたプロセス・ガバナンス

について研究する。その成果は、学術的に新

たな研究方向を創出するだけではなく、社会

的、政策的に利用可能性が高く、きわめて社

会的意義も高いと考えている。 

 
２．研究の進捗状況 
本研究は、高速処理と高度なデータマイニン

グを可能にするデジタル・ネットワークを基

盤として、オープン・イノベーションを通じ

た社会進化を促し、それを戦略的にガバナン

スするための社会的基盤を構想するために、

理論的・実証的な研究を行い、具体的な政策

提言を行うことを目的としている。研究は 3
つのクラスターに分けて行われた。 
①「センサーネットワーク予防医療に関する

研究」：高度 IT基盤を使った複数主体による

協働的な実験環境を構築し、必ずしも収集が

容易ではなかった糖尿病患者の日常的生体

データをセンサーネットワークによって収

集した。センサーネットワークと高度データ

マイニング技術を用いることにより、さまざ

まな生体データを収集・分析し、分析結果を

担当医と患者に提供して、糖尿病の悪化の抑

止に役立てることを目的にしている。この実

証実験は、中間評価でも特に言及されたよう

に、最先端レベルの実証実験であり、そこか

ら得られる知見は、医療費増大に悩む先進諸

国の政策課題の解決、生活習慣病の担当医の

健康管理指導、さらには糖尿病患者自身の健

康的な生活に資するものである。 

②「地域社会におけるインタンジブルズに関

する研究」：企業の立地地域によって情報通

信技術の利用環境が異なる点に着目した研

究を行い、地方部で情報セキュリティが脆弱

であることや情報サービス業が日本のサー

ビス業の都市部集中に寄与している仮説に

ついて実証的に検証し、政策的含意を導出し

た。 
③「福祉・雇用親和的なパブリック・イノベ

ーションに関する研究」：共分散構造分析な

どの高度な多変量解析手法を用いて、

Evidence-based な PDCA サイクルを確立する

ための研究を行い、政府の電子政府評価委員

会や ICEG2008 などにおいて、その研究成果

を公表した。われわれが開発した電子行政の

評価フレームワークは、政府や企業からの問

合せを受けており、すでに複数の政府系プロ

ジェクトに応用されている。 
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３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

本研究の３つのクラスターともにエビデン

巣を重視し、データ分析に基づく実証性の高

い研究を行っていた。センサーネット予防医

療研究をはじめとして国内外での研究発表

において、非常に高い評価を得ており、おお

むね研究は順調に成果を出すことが出来て

いるが、センサー等の技術革新や実験現場で

のセンサーの適用などで調整が必要になり、

機材調達等で若干の遅れが出ている。今後は、

当初予定した研究スケジュールを遂行でき

るよう極力努力する。 
 
４．今後の研究の推進方策 
本研究は、「センサーネットワーク予防医

療に関する研究」、「地域社会のオープン・ソ

ーシャル・イノベーションに関する研究」、

「福祉・雇用親和的なパブリック・イノベー

ションに関する研究」という３つの研究クラ

スターを有するが、今後、この 3つの研究ク
ラスターを統合し、オープンなかたちで展開

される、メディカル・イノベーション、ソー

シャル・イノベーション、パブリック・イノ

ベーションという、地域社会の共創的発展に

ついて考察するために適した領域を研究フ

ィールドに定め、一方で「IT によるオープ
ン・イノベーションの活性化」を促し、他方

では情報爆発によって大量発生するデータ

を構造化し、その中から情報爆発を克服でき

る共創的地域社会発展モデルを構築しよう

と考えている。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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